数学科学習指導案

平成22年5月１日（土）　4時限目
　　　指導者　　　　　先生
授業者　　　　　　　
学級：1年5組（男子20人　女子19人）
場所：1年5組教室
時間：50分

教科書：新編数学Ⅱ（数研出版）

単元名：等式の証明
1．単元設定の理由

（1）教材観
　等式の証明から発展して、不等式の性質を用い、実数、実数の平方、平方の大小関係、絶対値を含む不等式の証明へ広がっていく単元である。
また、相加平均と相乗平均の大小関係を用いて不等式の証明を行う。相加平均と相乗平均の大小関係はさまざまな問題の最大値、最小値を求めることに利用されていく単元である。
（2）生徒観

男子が20人、女子が19人の計39人のクラスである。標準クラスだが、基本的な数学の知識はある。しかし応用問題は全員がすぐに理解できるわけではないので確認や復習を行う。また、きちんと黒板を板書して、話を聞き授業に参加してくれるので、問題を当てたり、質問をしたことに答えてくれる。また、分からないともはっきり答えてくれる。ただし、分からないが、自分から質問ができない生徒もいるので、机間巡視を行い、問題のヒントを出すなどの指導をする必要がある。
（3）指導観
等式を証明するのにあたって、右辺や左辺を式変形して導く方法と、左辺と右辺の差が0になることを示して導く方法があることを理解させる。証明の方法には導き方が複数存在するので、問題を解いていく際にはどの方法で導いたのかを明確に進めていく。生徒に解かせる場合も同様に、どの方法で導いたのか明確にさせる。不等式を証明するのにあたっては、不等式の基本性質を用いて、等式の証明同様、式変形や左辺と右辺の差をとり、それが0より大きいか小さいかを示して導く。また不等式でも、どの方法で導いたのかを明確にする。
2．単元の目標

　　恒等式、条件付き等式を式変形して左辺と右辺を等式に導く。不等式の性質の復習をして、式変形して左辺と右辺の大小関係を調べる。
3．指導計画

第1章　式と証明・・・・12時間
　第1節．式と計算・・・・6時間
1． 多項式の割り算・・・・1.5時間
2． 分数式とその計算・・・・1.5時間
3． 恒等式・・・・1.5時間
研究　組立除法・・・・0.5時間
補充問題・・・・1時間
　第2節　等式・不等式の証明・・・・6時間
　　　4．等式の証明・・・・1.5時間（本時1/1.5）
　　　5．不等式の証明・・・・2.5時間
　　　補充問題・・・・0.5時間
　　　章末問題・・・1.5時間
4．評価基準
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形などについての知識・理解

	積極的に問題を解いたり、発言しようとしている。
数学的な考え方の良さを分かり問題に取り組もうとする。
	式変形を活用して、与えられた問題を解こうとしている。
与えられた条件をどのように利用するか考察することができる。
	式を因数分解、展開を用いて変形するここができる。

	大小関係をグラフや数直線から理解することができる。
等式、不等式の性質を理解している。
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